
 

 

 

 

シャレン活動通信 
練馬中学校サッカー部 

令和４年５月１３日(金) 

発行者：(顧問)佐藤 直也 

5月 5日(木)の子どもの日に実施された「チャレンジパラスポーツこどもの

日 SPECIAL！(「http://www.pegarball.jp/event.html#event20220506」)」

にボランティアとして、本校サッカー部 17名と 3年生 2名が参加させてい

ただきました。イベント当日は、会場の装飾から始まり、ペガーボールのペ

ガーマン（逃げる役）や、ボッチャの審判したり、ユニカールやモルック、

ふうせんバレーなど、様々なスポーツを参加者の方と一緒に楽しんだりとイ

ベントを多いに盛り上げてくれました。参加者、運営、ボランティアと、総

勢 179名が関わった大きなイベントとなりました。 

ボランティアとして関わるだけではなく、“まずは自分、そして共に楽し

む心”をもってイベントを楽しんでおり、より多くのたくさんの笑顔を作っ

てくれました。障害のあるなし関係なく、スポーツを介して一緒に楽しむ姿

は、流石
さ す が

の一言しか出ません！ 

 

 

 

 

 

 

 

～運営の方々より感謝の一言～ 
 
 

あの日の練馬中学校の皆さんに（校長先生、佐藤先生含め）お言葉をとい
うことで、まずは「感謝」なのですがそれは、積極的な参加姿勢を見せてく
ださったことに対してです。 
皆さんに割り当てさせていただいたことはもちろん、フリーの時間におい

ても様々な種目を楽しもうと心がけてくれたその姿勢に心から感謝申し上
げます。 
その積極性が、笑顔となり、明るい言葉となり、他の参加者らを引っ張って
くれた。まさに皆さんがあおの会場の雰囲気を決定づけてくれたといっても
過言ではないと感じました。 
生徒の皆さんはこれから様々なことを経験されるでしょうが、どんなとき

でもどうぞ今回のような前向きさを忘れずに、自信をもって過ごしてくださ
い。 
つらいこと、きついこともあるでしょうが、どうぞ笑顔を忘れずに、今回

のイベントでの積極性を思い出してこれからの人生を歩んでください。 
今後ともぜひ、そういった経験を積み重ねていくことを大切に感じられた

らいつでも私どものイベントに顔を出してください。大歓迎いたします。                       

練馬区ペガーボール協会代表 

原田 豊さん 

校訓『不惜精進』  教育目標『自主・勤勉・共生』

練馬中だより 

《 One  Step  Forward  (一歩前へ！) 》 

令和 4年 5月 13日第 2 号 

練馬区立練馬中学校 

発行：校長 日下石直美 

  SDGsを考えよう 

 

http://www.pegarball.jp/event.html#event20220506


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私はボランティアに来てくださった生徒の皆さんに感謝の言葉しかあ

りません。 

私があちらこちらの手配をしている中、私の右腕となって掲示などをし

てくださいました。大した説明もしていないのに考えて貼り付けや装飾を

してくださいました。また、それぞれの種目でのお手伝いをしてくださり、

盛り上げていただきました。これも生徒の皆さんのボランティアに対する

意欲や熱意、そして先生方の生徒の皆さんへの気持ちの表れだと思います。

誠にありがとうございました。またお会いできると嬉しいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【練馬中学校サッカー部の活動 シャレンについて】 

チームビジョンとして掲げた「感動を与えるチーム」を目指し、サッカー部では『シャレン活動』をしており

ます。 

『シャレン活動』とは、「世界でいちばん地域を愛するプロサッカーリーグなりたい」という思いを込め、日本

のプロサッカーリーグに所属する Jクラブの選手、スタッフ、地域

が一体となって行う社会連携活動のことです。この Jリーグの理念

をもとに、練馬中学校サッカー部でも、社会連携活動、『シャレン活

動』を始めました。 

 

 

一般社団法人 

日本ペガーボール協会理事 

青栁 直美さん 

 

去年の敬老の日には 
練馬中デイサービスとの

シャレン活動も！ 


